
 
 
 
 
 
 
 
   

▽年頭のご挨拶  ～ 明けまして おめでとうございます 

              本年もどうぞよろしくお願いします～ 

  大口町中地域自治組織の発足以来、数々の取り組みを行ってきました。そしてその都度反省・

改善を繰り返し、より良いものを目指してきました。取り組みを通して、「継続することは、力」

ということを知りました。それらは、中地域の活力の源になっています。言葉を換えればこれらは

中地域が持つ姿のない財産です。さらに、中地域を活性化するには「何をなすべきか」を求め、私

達役員一同は新たな取り組みに挑戦する所存です。 

                           中地域自治組織 会長  近藤 喜昭 

▽ 認知症ひとり歩き高齢者捜索訓練を実施しました 

認知症高齢者のひとり歩き（徘徊）を想定した捜索模擬訓練を１１月２８日（木）に行いました。

(参加者 60 人)先がけて１１月２０日（水）には、捜索訓練に向けた勉強会を開催（参加者 67 人）

し、大口町地域包括支援センターの井上健氏をお招きし、「認知症とは？」を議題に講義していた

だき、認知症についての正しい知識を知ることで、認知症高齢者を理解し、温かく見守ることを学

習しました。グループ討議では、捜索訓練当日の役割確認や

担当者を決めました。そして捜索訓練当日は、肌寒い中地域

包括支援センター社会福祉協議会、民生委員、健康推進員、

千歳会、西小パトロール、グラウンドゴルフ同好会などの代

表者にも参加していただき、余野学習等共同利用施設前の余

野４号公園をスタート地点に余野地区の北コースと南コー

スに分かれ捜索訓練をしました。捜索訓練参加者からは、「最

初は簡単に見つかると思ったが、実際には見つけることが難

しかった。」との声もありました。 
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▽ウェーブリングヨガ体験教室（全 2 回） 

 第 1回  ２月１３日（木）  第２回  ２月２０日（木） 

 ◎時間  13 時 30～15 時   ◎場所  余野学共２F 

 ウェーブリングヨガは、「ウェーブストレッチリング」を使用し「ほぐす、伸ばす 

引き締める」ことでカラダノの本来持っている機能を目覚めさせる軽運動です。 

   

 

▽ 中地域のランドマークを巡る なかちいき さんぽ 

（いち・に・さんぽの 5 歩め） 
 

 １１月３０日(土)中地域の魅力再発見と題して、余野地区内の余野中央公園と古刹 徳林寺を

さんぽしました。 

 

 コースは、最初に余野学習等共同利用施設をスタートし、大口町内に４つしかない歩道橋の１

つである「希望の橋」を渡り、大口西小学校西側にある「余野中央公園」に着きました。 

 この「余野中央公園」は、余野特定土地区画整理事業で造られた公園で、高さ８ｍの築山があ

り、中地域を一望することができます。 

また、この公園には、長さ４０ｍのローラースライ

ダーがあり、子ども達の絶好な遊び場になっています。 
 
 
 
 
 
 

 次に、余野中央公園を後に中地域にあるもう１つの歩道橋「であい橋」を渡り、徳林寺を目指

しました。 

「徳林寺」は、小口城の城主であった織田遠江守広近によって建立され、室町時代当時の様相

を残す文化財として、中門があります。また、山門は犬山城の第一黒門であったものを、１８７

６年（明治９年）に移築したものです。 

住職の案内で、なぜ別名・山姥（やまんば）寺とよばれ、地域に伝わる「山姥物語」ゆかりの

寺であるかを教えていただきました。なお、中門と山門は、大口町の指定文化財となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


